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近 年， 販 売 農家 の 減 少や 高 齢 化が 進 行 し， ニ ラ の作 付 面 積は 微 減 ，生 産 量は

横ば い 傾 向で 推 移 して い る ．ま た ， 関東 地 方 はわ が 国 の主 要 な 産地 で あ るが ，

1 0  a 当 た りの 平 均 収量 は 暖 地に 比 べ て 低 い 現 状に あ る ．さ ら に ，農 業 生 産資 材

価格 指 数 は上 昇 し ，肥 料 等 の高 騰 が 継続 し て いる ． こ のよ う な 情勢 の 中 で ニ ラ

生産 者 の 経営 安 定 と 産 地 振 興を 図 る ため に は ， 肥 培 管 理技 術 の 改善 ， 新 たな 作

型開 発 ， 生理 障 害 の原 因 究 明と 対 策 なら び に 新品 種 の 育成 が 喫 緊の 課 題 とな っ

てい る ． そこ で ， 本研 究 で は硝 酸 の 動態 に 着 目し た 新 たな 肥 培 管理 方 法 ，井 水

利用 の 簡 易暖 房（ 以 下，ウ オ ー タ ー カー テン ）に よる 新 た な 作型 構 築 のた め の 生

理生 態 反 応 の 解 明 と環 境 制 御法 ， 現 地で 問 題 とな っ て いる 葉 先 枯れ 症 の 原因 究

明と 軽 減 対策 ， な らび に ， 新品 種 ‘ ゆめ み ど り’ の 育 成と そ の 栽培 特 性 につ い

ての 研 究 を行 っ た ．  

第 2 章 で は ，黒 ボ ク土 に お ける ニ ラ 栽培 に お いて ， 葉 中硝 酸 イ オン 濃 度 を抑

え， 収 量 が向 上 す る 施 肥 法 につ い て 検討 し た ．葉 中 硝 酸イ オ ン 濃度 お よ び土 壌

中硝 酸 態 窒素 含 量 は， 化 学 肥料 の 基 肥お よ び 追肥 の 窒 素量 が 多 いほ ど 高 く， 前

者は 窒 素 無施 用 の 2 . 7 倍 ，後 者 は 同じ く 2 0 . 7 倍 にも 達 し た． C／ N 比 が 高く 窒

素無 機 化 が遅 い 牛 ふん 堆 肥 6 0 0  k g ･ a - 1 の 施用 に よ り， 土 壌中 硝 酸 態窒 素 含 量 は

1 2  m g・1 0 0 g - 1 乾土 以 下，葉 中硝 酸 イ オン 濃度 は 2 , 0 0 0  m g･ k g - 1 F W 以 下 で推 移 し ，

増収 と な った ． 作 付け 前 土 壌の 硝 酸 態窒 素 含 量お よ び 可給 態 窒 素を 分 析 する こ

とで 窒 素 減肥 量 を 推定 し ，これ を 標 準 施用 量（ 窒素 2  k g ･ a - 1）か ら 差し 引 き，肥

効調 節 型 肥料 に よ る追 肥 を 行う こ と で， 葉 中 硝酸 イ オ ン濃 度 は 比較 的 低 く， 収

量が 高 ま るこ と が 示唆 さ れ た．  



第 3 章 で は ，ウ ォ ータ ー カ ーテ ン を 利用 し て ，秋 か ら 春先 ま で 連続 し て 収穫

可能 な 新 作型 を 開 発す る た め， 休 眠 と生 育 量 との 関 係 ，葉 温 ， 炭酸 ガ ス 濃度 お

よび 光 環 境と 光 合 成速 度 と の関 係 ， 休眠 期 の 日長 延 長 によ る 生 育促 進 や 最低 夜

温と 炭 酸 ガス 施 用 との 関 係 につ い て 検討 し た ．供 試し た 5 品 種 にお い て ，5℃ 以

下 で 1 時間 か ら 9 6 時 間 の低 温 に 遭遇 する と ， 休眠 に よ り葉 身 の 伸長 速 度 が遅

くな り ，3 0 0 時間 以 上で 休 眠 打破 さ れ ，低温 要 求 量に は 品 種間 差 が 認め ら れ た ．

しか し ， これ ら の 品種 は 低 温不 足 で もあ る 程 度の 収 量 は見 込 ま れる と 考 えら れ

た． ニ ラの 生 育 適 温 2 0～ 2 5℃ に お け る光 合 成 速度 は 晴 天時 が 2 5～ 2 6  µ m o l C O 2･

m - 2･ s - 1， 曇 天時 は 2 2～ 2 3  µ m o l C O 2･m - 2 ･ s - 1 で ， これ を 維 持 する た め には 炭 酸 ガ

ス を 4 0 0  p p m 程 度 に保 持 す る必 要 が あっ た ． 1 0 月 上旬 か ら 1 6 時 間日 長 処 理を

行う と 生 育量 が 増 えた が ，葉 色 が淡 く 抽苔 の 発 生が 認 め られ た ．ま た ， 1 4 時間

日長 や 1 2 時 間 日長 下で も ，葉 幅 や葉 厚 等の 品 質 項目 は 自 然日 長 が 優れ た ．厳 寒

期に 炭 酸 ガス 施 用 で発 生 す る葉 先 枯 れ症 状 は ，転 流 の 停滞 に よ る 葉 中 の 同化 産

物の 過 剰 蓄積 が 関 与し て い る と 推 察 され ， 最 低夜 温 を 8℃ に 管理 す る こと で発

生が 著 し く減 少 し た． 最 低 夜温 8℃ を 確保 し ， 日中 4 0 0  p p m 程 度 の 炭酸 ガ ス を

施用 す る こと で ， 最低 夜 温 5℃ ，炭 酸 ガス 無 施 用区 に 比 べて 葉 身 重は 約 1 4％，

葉長 や 葉 幅の 品 質 は 8～ 9％向 上 す る こと が 示 され た ．  

第 4 章 で は ，ニ ラ 生産 現 場 で発 生 し てい る 冬 季 ， 夏 季 に発 生 す る葉 先 枯 れ症

につ い て ，環 境 条 件を 考 慮 して ， 温 湿度 条 件 の急 激 な 変化 ， 夏 季の 高 温 条件 下

にお け る 遮光 資 材 やマ ル チ 資材 に よ る葉 先 枯 れ症 の 軽 減方 法 お よび 光 合 成反 応

につ い て 検討 し た ．ま た ， ポッ ト 容 量と ニ ラ 品種 の 違 いが 葉 先 枯れ 症 の 発生 に

与え る 影 響に つ い て調 査 し た． そ の 結果 ， 湿 度を 急 激 に低 下 さ せた 場 合 ，処 理

時間 が 長 くな る に つれ て 蒸 散速 度 が 増し ， 葉 先枯 れ 症 発生 率 が 高 ま っ た ．葉 先

枯れ 症 は 葉齢 の 進 んだ 外 葉 で， 先 端 の葉 縁 部 に発 生 が 集中 し た ．葉 の 先 端部 の

気孔 密 度 は 4 1 . 6 個 ／ m m 2 と中 央 付 近 1 9 . 3 個 ／ m m 2 に 比べ て高 く ， 過剰 な 蒸 散

によ り ， 葉先 枯 れ 症が 発 生 しや す い と考 え ら れた ． 夏 季の 葉 先 枯れ 症 は ，葉 先

の激 し い 白化 を 伴 った ． 夏 季の ニ ラ 栽培 で は ，遮 光 を する と 葉 先枯 れ 症 の発 生

が約 5 0％以 下 に 抑 制で き た が， 遮 光 によ っ て 光合 成 速 度も 低 下 した ．  

‘ ゆ め み ど り ’ は ‘ 杭 州 ニ ラ ’ ×‘ サ ン ダ ー グ リ ー ン ベ ル ト ’ の 交 配 組 合 せ

から 得 ら れ， 花 粉 親特 異 的 D N A マ ーカ ー を 利用 し た 交雑 個 体 の実 生 選 抜に よ

って ，初め て 育 成さ れた 品 種 であ る ．ま た，本 品種 は 推 定交 雑率 が 約 7 . 9％と 十

分に 低 い ，ア ポ ミ クシ ス 性 ニラ 品 種 であ る ． 本品 種 は ，多 収 性 で葉 幅 が 広く 品

質に 優 れ ，草 姿 が 立性 で 葉 鞘が 長 い 特徴 を 有 する ． ま た， 休 眠 が浅 く 低 温伸 長

性も 有 す るこ と か ら冬 ど り に適 し ， 夏ど り 栽 培で も 他 品種 と 比 較し て 同 等の 収

量・ 品 質 を得 ら れ るこ と か ら周 年 生 産に 向 く 品種 で あ る．   

以 上か ら ， 圃場 の 硝 酸態 窒 素 含量 や 葉 中硝 酸 イ オン 濃 度 に着 目 し た 新 た な施

肥管 理 法 ， 連 続 収 穫可 能 な 新作 型 開 発の た め の生 理 生 態反 応 と 環境 制 御 法， 葉

先枯 れ 症 の原 因 と 対策 を 明 確に し ， さら に 花 粉親 特 異 的 D N A マー カ ー によ る

効率 的 な 育種 法 に より‘ ゆめ み ど り’を育 成 し ，そ の 栽培 特性 を 明 らか に し た．  


